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本稿はハイムズ自身が��������� 	
�����
と名づけた彼の犯罪小説群１の最初のものである�

������������ (1957) (以下����)２ を題材として�犯罪小説を通してハイムズが描き出そうとし

たものを浮かび上がらせようとする試みの第一部にあたる｡ ここで問われるべき問いはハーレムを

舞台とし, 犯罪小説というフォーマットを持ってしか描きえなかったものは何かということである｡

ハイムズの作り上げた世界においては, 犯罪者が跋扈し, 血しぶきが飛び散るような派手なアクショ

ンシーンが連続する｡ 遍在する犯罪, そして暴力のリアリスティックな描写は確かにポットボイラー

的な刺激に満ちている｡ しかしそうした犯罪描写, 暴力描写をその安っぽさだけで判断するべきで

はないのではないか｡ むしろハイムズの作品においてはそうしたポットボイラー的な描写の中にこ

そハイムズが犯罪小説に仮託した世界観や意識を読み取ることができると考えるべきではないかと

思われるのである｡

これまでにも指摘されてきたように,３ ハイムズのハーレムドメスティックは正統的犯罪小説の

スタイルを大筋で踏襲しながらもいくつかの点でその定型からはみ出している｡ それはハイムズ自

身が述べたように彼が探偵小説の文法に不案内であったということに起因するというより,４ ハイ

ムズが選択的に行ったものであり, その意味において彼が描き出そうとした世界と伝統的な犯罪小

説との差異を示すものと考えられるのである｡ そこで本論はそうした����の持つ文法的に破格な

要素を出発点としてハイムズの作り上げたハーレムという時空間が意味するものを理解しようとす

る｡ まず本稿では最初のセクションとしてハイムズの世界の登場人物たちに注目し, 彼らが意味す

るものを探る｡ それを踏まえて別稿で検討されるのはハーレムという ｢場｣ そのものである｡ ハイ

ムズの作り上げたハーレムという場の重層性を検討することで, それが意味するものを探る｡ そう

した流れの中でハイムズにとって ｢犯罪小説｣ というスタイルを必然的に召喚させたものは何かを

理解することになる｡
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ハーレムの悪漢小説
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Section 1：悪漢小説としての A Rage in Harlem

犯罪小説というジャンルとの距離を念頭に����を考察するときにまず注目されるのは, ハイム

ズのテクストの視点が犯罪を捜査, 解決する警察や探偵と言った正義漢にではなく, 罪を犯し, 秩

序を乱す悪漢に据えられているということである｡ ����においても正義漢として２人の黒人刑事,

����	
���	�
��	�と�������

������が登場するが, すでに複数の研究者によって指摘されてい

るように, 彼らはプロットの展開に対して主体的な役割を果たしているとはいいがたい｡５ このプ

ロットにおける一連の事件の推移に対しても事件の謎の解明に対しても, 彼ら二人の行動が持って

いる影響はきわめて限定されているし, なによりも彼らは事件に関わったものを誰一人逮捕するこ

とができない｡ その意味で彼らは探偵小説の主人公たる正義漢に与えられた使命である秩序の回復

を自らの手でもたらすことができないのである｡ �	����の言葉を引こう｡

���	��������������	������	��	��������� 	
	�	!���	������	!� �	��
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ネルソンの ｢主流ではない｣ という言葉は, 後にはシリーズ全体の主役として活躍することになる

二人の刑事の役割が, そのデビュー作となったこの����においてはいかに限定されたものである

かを示している｡７

かわって����において前景化されているのは悪漢たちである｡ このテクストは黒人青年
�!(���

と彼の情婦である妖艶な美女����	��	を中心に構成されているが, 彼らの周囲を彩っているのは

多種多様な悪漢たちである｡ 紙幣の金額を十倍にするという詐欺師, 金鉱の採掘権を売る山師, 常

にナイフを離さないナイフ使い, そして修道女に扮装した麻薬中毒患者などが入り混じり, まさに

����	��*#+ ��	�が言う �����	��������	�, 	�８ が展開される｡ この悪漢が跋扈する世界を悪漢

の視点から描くという手法は����と伝統的な犯罪小説との大きな落差を示すだけでなく, ハイム

ズが犯罪小説というスタイルに仮託して描き出そうとした世界について考える上でも非常に示唆的

であると考えられる｡ まずはその悪漢たちについて検討していこう｡

����においては３人組の悪漢, 
�
�	, *��(, -���がミシシッピー州からハーレムに流れてきて

���	.��'�と呼ばれる詐欺で主人公ジャクソンを騙したことからテクストが動き出す｡９ この

｢外部から侵入して秩序を乱す悪漢｣ という設定は, ジャンルの先達である$����	��*���	��の

/0�1�23�4�5�2678(1929) を踏襲したものと言えようが, この３人の悪漢はテクスト中で複数の

仮面を使い分けることに注目したい｡ 彼らの仮面が特に興味深いのは, このテクストにおいては仮

面の下にはより本質的な自己があり, 仮面はあくまでもその本質的な自己を覆い隠すものとして存

在するという, 仮面の仮面たるゆえんが失われているからである｡ 換言すれば, 悪漢たちの ｢仮面

をつけた自己｣ と ｢仮面の下にあるべき自己｣ との間の境界線が非常に曖昧なのである｡ このテク

ストがどのように悪漢の仮面を提示し, こうした特長が生みだしたかを３人組の悪漢の一人, ジョ
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ディを例にとって検討しよう｡ ジョディがジャクソンを騙すために労働者風の服装で現れたとき,

テクストは次のように述べている｡ ���������	
����
��������	�	���	��	��
���	���	���

��������10 ここではジョディの ������すなわち ｢仮面｣ が ｢いたって生真面目な青年｣ という彼

の内面, 仮面の下にあるはずの顔を直接的に指示するものであることが強調されていることを確認

しよう｡ 次に登場したときには, ジョディはメキシコ帰りの探鉱師ウォーカーと名乗っている｡ こ

こでもジョディの外見について次のように述べられる｡ ������������
��������������	�����

	��������������������
������	���	����������
�	����������	��(99)�彼の仮面は ｢山と積

まれた金塊｣ を想起させ, 彼の鉱山師としてのアイデンティティに真正性を与える｡ ここにおいて

も彼が身に付ける仮面の ｢本当らしさ｣ が改めて強調される｡ そして最後に彼がつけた ｢仮面｣ は

ブルーの背広にブルーのコート, そしてソフトをいなせに被った食堂車の給仕風のものである｡ こ

うした彼の ｢仮面｣ についても, その真正性が強調される｡ ��������������������������������


��	�� �!���	
������"��������������������������(145)�ここでも逃亡用のジョディの

仮面が ｢４年間給仕として働いていた｣ という彼の過去, すなわち仮面の下にある彼の内面と繋がっ

ていることが強調される｡ このようにこのテクストにおいては, ジョディが身につける仮面がどの

ようなものであれ, その仮面がいかに彼の内的な自己を直接的に反映しているのかが繰り返し確認

されるのである｡

このようにジョディの仮面の持ついわば ｢本当らしさ｣ を饒舌に語る一方で, このテクストは仮

面の下にあるべき彼の本質的自己についてはとたんに寡黙になる｡ プロットが大団円を迎え, 全て

の謎が解明されるべき段階にいたっても, イマベル, プロットの開始以前からジョディたちと関わ

り, 彼らの本当の姿を語ることのできる唯一の人物, はこのように述べる｡ �#���"	���
$	����

���������%�&����������	��������#���"	���

��		������������������(222) このよ

うに ｢ジョディたちの本当の名前｣ という彼らの本質的自己を示すものは結局明らかにされない｡

そればかりではなく, テクストの中で彼が使いこなす多様な仮面を仮面として識別し, 唯一彼の内

面に繋がるものと想定されていたジョディという名前さえもが仮面に過ぎないことが暴露されるの

である｡

このようにしてジョディたちが被る仮面の特異性が立ち上がってくる｡ 彼らはある本質的な自己

を隠すために仮面を被っているというより, 本質的な自己そのものを持たない｡ その意味では, 彼

らがその場その場で被っている仮面が彼らのアイデンティティ, すなわち自己そのものなのだ｡ 彼

らはそれぞれの仮面を演じるばかりでなく, 生きている｡ ジョディに即していえば, 彼はあるとき

には心底 ｢生真面目な労働者｣ であり, またあるときには ｢金の採掘師｣ であり, そしてあるとき

には飛び出しナイフを持った ｢切り裂き魔｣ でもあるのだ｡ そのいずれもが彼自身であり, どれか

一つの本質的な自己に収斂されていくことはない｡ その時の, そしてその場の状況によって複数の

アイデンティティを使い分ける, そうした流動的なアイデンティティが彼ら悪漢を特徴づけるとい

えるだろう｡ '����	(�)������の次のようなコメントは, 悪漢のそうした特長を捉えたものである｡

�#������"������ �	������	��	��������������
���������	����)���	�������	�	�����	��
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����における悪漢たちのアイデンティティの重層性, あるいはスキナーのいう ｢変化するアイ

デンティティ｣ を最も端的に示しているのはテクストに登場するもう一人の悪漢�����である｡ ３

人の詐欺師たちによって有り金を巻き上げられ, 苦境に陥ったジャクソンは彼の双子の兄弟である

ゴールディに助けを求める｡ 容姿こそ似通っているものの, ゴールディは堅物として通っているジャ

クソンとは対照的に詐欺師であり, ギャンブラーであり, 麻薬中毒患者でもある｡ 兄弟の求めに応

じてゴールディはジャクソンがイマベルを探すのを手伝うことになり, 結果的に彼はこのテクスト

の中で悪漢たちの企てを暴き, 彼らを追い詰め, 失われた秩序を回復するという探偵小説における

正義漢の役割を部分的とはいえ果たすことになる｡12

正義漢としての役割を果たしながら, その設定や描写においてはゴールディもまた悪漢であり,

兄弟のジャクソンよりも彼が対峙している詐欺師たちとの間により多くの共通項を持っている｡ 彼

がさまざまな犯罪に関わっていることはすでに述べたが, 普段のゴールディは女装し, �
���


���

��という修道女としてハーレムの街路で ｢天国への切符｣ を売っている｡ 詐欺師の男性が女

装して聖職者を騙るという本来異様であるはずの光景もこのテクスト中ではまったありふれた風景

として描かれ, それを問題視するものはいない｡ さらに他の悪漢の場合と同様にこのテクストは仮

面の下にあるゴールディの内面についてほとんど何も明かさない｡ 彼の兄弟であるジャクソンにつ

いては, ｢ジャクソン｣ という固有名, おそらくは彼が出生以来背負っているだろう名前, を持ち,

南部の黒人大学を卒業したことや葬儀屋で働いていることなどが示される｡ しかし, ゴールディに

ついてはそうした情報が一切提供されない｡ テクスト中で彼に与えられたゴールディという名前で

さえ彼の本当の名前ではなく, 双子であることから付けられたあだ名なのだ｡

�����
�	���	
��
���
���	�����	���
��
��
��������� ����!	
��������
��	�����	�

�	�
��	��	�������
���	���������	�� �	�����"���#�
������������	�


����$

���������	���
���
���
�����	���������%��������"������������
�(38)

名前や登場人物に関するテクスト外の情報はその人物を識別しその人物のアイデンティティを確定

させるために機能するが, ゴールディについてのそうした情報が与えられない｡ 彼は他の悪漢たち

と同様に仮面の下に空白を持った人物だと考えられる｡

このように考えるとゴールディもまた流動するアイデンティティを持つ悪漢であると考えること

ができるだろう｡ この女装した悪漢がテクストに登場する他の３人の悪漢と比べても興味深いのは,

間仮面間の相対的自立性, すなわち彼が身につける複数の仮面が均衡を保ちつつ共存している様子

がゴールディにおいては際立っているからである｡ ハンク, ジョディ, スリムの３人がプロットの

展開に応じて仮面を使い分け, いわば通時的に仮面の相対性を示したとすれば, ゴールディは同時

に複数の仮面を使い分け, 共時的な意味で仮面が互いに自立し並立していることを明らかにする｡

それを示すのは, ゴールディが持っている３つの住処である｡ 一つ目は &���	�������'
�����

(�����)��������
�	��(
��(���������140�	��
����(45) で彼が２人の仲間と共同生活をし

ているアパートである｡ ここに住む３人はいずれも女装の詐欺師であるが, 周囲は彼らを &�	�
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���������	
��
���(46) としか見ていない｡ ゴールディはここで最も長い時間を過ごしている

ように見えるが, ����
����� ����
����	���������������������������
�����(46), す

なわち麻薬常習者としての顔はみせていない｡ 二つ目は �����������と呼ばれるハーレムの中で

も特に犯罪が蔓延している地域にあるタバコ屋の奥に彼が借りているアパートである｡ ここではゴー

ルディは内側から厳重に鍵をかけた上で, 修道女の衣装を取り, 麻薬を打つ｡ 彼にとってここは

������
��������
�
�������(151) なのである｡ その意味ではここは彼が最も安心して自分自身

をさらけ出せる場所のようだが, 同時にここは彼にとって �������
������(38) であって住処で

はない｡ そして最後の住処は ��� ��
!��������!��

��
���"��
������

��(46) にあり,

彼は妻とそこで生活している｡ この家での彼はいうまでもなくシスター・ガブリエルではなく, ゴー

ルディであり, 一見ここが彼の ｢本当の｣ 家であるかのようにも思えるが, テクストには彼がこの

家で生活するのは ������������������
����"�����������

��(46) でしかないことが示され,

ここが彼の本質的自己に繋がる場所であると同定されるのを巧妙に避けている｡ このようにゴール

ディは３つの独立した, 相互に知られることのない住処を持っている｡ 彼は状況に応じて選択的に

それらを使い分ける｡ そこに彼が被る仮面の特質が見える｡ ゴールディも他の悪漢たちもその場の

状況に応じて極めて利己的に仮面を付け替え, 仮面のアイデンティティをその場における唯一の自

己として生きる｡ しかし次の瞬間には, 別の仮面を選ぶことでアイデンティティそのものが変化す

る｡ そうした唯一のものであるはずの自己の複数化こそが#$%&における悪漢たちが持つ特徴であ

ることをゴールディは改めて確認させてくれる｡

次に考察したいのは, こうした悪漢たちをテクスト世界の中心に据えたことの意味である｡ すで

に述べたように, そうすることでこの#$%&は正統的な犯罪小説の定型から脱線することになるの

だが,13 ここからはそれがテクスト世界の時空間にどのような影響を持ったのかを検討していきた

い｡ それを考える際に有用なのは小説における言語的多様性
ラ ズ ノ レ ー チ ェ

を指摘したミハイル・Ｍ・バフチンの

考察である｡ バフチンは ｢小説の言葉｣ の中で小説こそが言語の社会的多様性を管弦楽化する対話

的ジャンルであると主張しているが, そうした ｢近代ヨーロッパの小説のゆりかごをゆらした｣14

存在として彼があげるのが ｢悪漢・愚者・道化｣ の３種類の登場人物を主人公とした小説群である｡

バフチンは, 悪漢は社会の下層に広がっていた広大かつ多様な言語群を小説の中に取り込み, 富裕

層や上位階級の公的な言語をパロディ化する役割を果たしたのだと言う｡ それによって小説は言語

的多様性の深みから出発して標準語の領域へ進出し, そこを占拠することができた｡ いわば小説に

おける言語的多様性という土台を形成したのは悪漢たちであるとバフチンは主張するのである｡ 興

味深いことに, ここでバフチンが描いている悪漢のイメージとここまでに見てきた#$%&における

悪漢のイメージは驚くほど類似している｡ バフチンの言葉を聞こう｡

｢まさにこのような背景のもとで明確な姿をあらわすのは, まず何よりも悪漢小説の否定作用－

人格, 行為, 事件の修辞的な統一の破壊―である｡ '悪漢
ピカロ

(, ラサリーリョ, ジル・プラース

のような男たちはいったい何者だろうか？犯罪者なのか, 義人なのか, 悪人なのか, それとも

善人なのか, 臆病者なのかそれとも大胆な男なのか？ (中略) 彼はいかなる規範にも, いかな
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る要求あるいは理想にも関係づけられない｡ 彼は現実の修辞的な人格統一の視点からは統一さ

れた人格とはいえないし, 一貫性も持たない｡ この人間は, ここではいわばこれらの条件的な

統一のあらゆる束縛から解放されており, それらに規定されたり, その中で完結することなく

それらを嘲笑しているのである｡｣15

ここでバフチンが抽出している悪漢像, ｢統一した人格｣ も ｢一貫性｣ も持たず, したがって ｢義

人なのか, 悪人なのか, それとも善人なのか｣ 判断がつかないような人物, ｢条件的統一のあらゆ

る束縛｣ を拒絶し, ｢完結することなく｣ 浮遊しているような人物, が����のテクストの悪漢像と

重なり合うものであることは明瞭であろう｡ いずれも複数のアイデンティティを臨機応変に使い分

けることで相手を翻弄し, 彼らに統一したイメージ, すなわち本質的な自己を求める声を嘲笑して

いるのである｡

このように見ることで����が描いた悪漢とバフチンが小説の言語的多様性の基礎を作ったと主

張する悪漢像とが, バフチンとハイムズの間に横たわる時間的空間的隔たりを越えて結びついてく

る｡ しかし����のテクストを注視すると, 悪漢たちによって持ち込まれたアイデンティティの複

数化という波がいわゆる悪漢だけにとどまらず, ほかの登場人物やあるいはテクストの場としての

ハーレムという街にまで押し寄せていることがわかる｡ すなわち, ハーレムの街路も通常悪漢とは

考えられていない登場人物たちも ｢悪漢の仮面｣ というレンズを通してみることでまったく異なる

相貌をみせるようになるのである｡ 次のセクションではこのテクストの主人公であるジャクソンと

イマベルの二人について検討していく｡ この両者がこうした検討の対象となりうるのは, 彼らが主

人公としての中心的な地位を与えられていることにもよるが, 同時にこれまでの����研究のなか

で彼らのアイデンティティが問題視されたことはほとんどないからである｡ すなわち, 彼らはこれ

までの研究において単元的なアイデンティティしか認められてこなかったし, また彼らを統一した

人格として固定し対置することでこれまでの����理解の底流が形作られてきた｡ そうした両者の

アイデンティティを ｢悪漢の仮面｣ というレンズを通して再検討することで����の時空間におけ

るアイデンティティの重層化がどれほどの広がりを見せているかを示すことができるだろう｡

Section 2：イマベルとジャクソン

ジャクソンとイマベル｡ 一方は太って色の黒い実直な黒人青年であり, もう一方はバナナ色の肌

をして性的魅力に溢れた体つきをした妖艶な美女｡ このいささか不釣合いなカップルがテクストの

中心人物である｡ イマベルに紹介されてジャクソンが紙幣の金額を10倍にできるという３人の悪漢

に出会ったことからプロットが駆動する｡ ３人の詐欺によって全財産を失ったジャクソンによる,

金を取り返すための, そして騒ぎの中で姿をくらませたイマベルと彼女のトランクを探すための行

動を中心軸としてプロットは展開する｡ めぐるましく展開する事件に翻弄されながら, ジャクソン

は追い続け, 逃げ続け, ほとんど立ち止まることがない｡ その意味では, たとえば ����	
�

�
��	
のように����を自然主義的な趣向を持つテクストと見なすこともあながち不可能ではない
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だろう｡16 こうした評価の根底にあるのはジャクソンを愚鈍なまでに生真面目な人物であると捉え

る一元的な理解である｡ ジャクソンは愚鈍であるがゆえにイマベルの色香に惑わされるし, 生き馬

の目を抜くようなハーレムの裏社会を機転だけで乗り切ってきたような詐欺師たちから見れば

���������	
����
��	�
���(46) でしかない �������
�にも簡単に引っかかってしまうのだ｡

このように����のテクスト理解が拠ってきたジャクソンを愚鈍な堅物とする見方は一見ゆるぎ

ないように見える｡ このテクストの仮題である��	����������������, これは ｢四角四面すぎ

て角が５つあるほどの堅物｣ という意味のハイムズの造語である,17 は, ハイムズ自身がジャクソ

ンを愚鈍な ｢堅物｣ としてテクストに織り込んだことを示しているし, 実際このテクストにはジャ

クソンの愚直さを過剰なまでに前景化する要素が溢れている｡ たとえばハーレムに巣食う詐欺師た

ちにとってジャクソンのような男は格好のカモである｡ 必然的にジョディたち以外にもジャクソン

を狙うものは多い｡ たとえばテクスト中にこんなシーンがある｡ あるバーでカモを探していた詐欺

師はジャクソンのあまりの堅物ぶりにかえって猜疑心を覚える｡ ���� �
�!�����������"�
�

�	���!�������#������!�����$�(83) ｢堅物であるには, あまりにも堅物らしすぎる｣ という

言葉には, ジャクソンの度を超えた生真面目さがよく表されていよう｡

このように����におけるジャクソンのイメージは ｢堅物｣ という一点に固定されテクストの至

るところで繰り返し確認され, 私たちのジャクソン理解を固定化していく｡ しかしテクストを詳細

に眺めていくと悪漢たちに端を発したアイデンティティの流動化の波はジャクソンにも波及してい

ることがわかる｡ すなわちテクストの端々で彼は ｢堅物｣ らしからぬ表情を見せているのである｡

たとえばジャクソンの住むアパートの大家の女性の言葉を聞いてみよう｡

�%��&!��'
��!����	!�	������'����!��!������$ ����	�(�����	��� )	�	�*	�!	��

��!�	�*"'!�����+�##	�&�����������)�
����&��������
'��,-����'��������(21)

彼女の言葉の多くは怒りにまかせた誹謗中傷の類にすぎないが, 注目に値するのは �+�##	�&���

�����という言葉である｡ すなわち彼女は葬儀屋に勤めるジャクソンが死体から金目のものをくす

ねるという堅物のイメージにそぐわない行為を日常的に行っていることを暴露している｡18 実際,

３人の詐欺師に金額を10倍にしてもらうためにジャクソンが準備した1,500ドルの一部は ����*���

!	*����	�*��&�(����	������"��&!��
����(4) を質入れして作ったのだ｡ その意味では大家

の言葉はジャクソンを ｢堅物｣ というイメージで塗り固めようとするテクストに挿し込まれた一種

の異物として機能する｡ 彼女の言葉は � �
�!����������!�������'"���'	��	!�	(�$.�
�!

������!�"��$�(8) というテクストの記述と対立し, ｢金を盗んだことのない正直な男｣ として

のジャクソンのイメージに異議を申し立てる｡

この大家の言葉に喚起された疑念はプロットが進行するにつれてさらに拡大していく｡ 金を盗ん

だことなどない男であったはずのジャクソンは自分の身を助けるために雇い主の/0���!���'の

金庫から金を盗むことを厭わない｡ 善良なクリスチャンであったはずのジャクソンは失った金を補

填するためであれば非合法と知りつつ賭博に手を出すことも厭わない｡ さらに彼は兄弟のゴールディ

に助けを求めながら, イマベルのトランクに金塊が入っていることを彼に伝えない程度には狡猾で
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もある｡ すなわち, 彼の ｢堅物さ｣ は彼の事情によって柔軟にその度合いを変化させるのである｡

それだけでなく, こうした必ずしも ｢堅物｣ とはいえないジャクソンの一面は彼自身の言葉の中に

表出している｡ たとえば悪漢たちに監禁されていた (と彼は考えた) イマベルと再会したとき, ジャ

クソンはこのように言う｡

���� �����	�
��
	
�	
��	�����
�����	������
������������	
����������������
�

�����(139)

あるいはイマベルのトランクを取り返すために (またしても) クレイから霊柩車を盗んだジャクソ

ンは悪漢たちに追われるなか, なかなかエンジンがかからないことに苛立ち次のように叫ぶ｡

���	�
��������������������
�	�
����������������
�������		
������	��	��	���

���	�
������	
��������
��	���������
�	�
�����������������������
���	�������	

�����	��(161)

いずれもジャクソンの激情が言わせた言葉であることを考慮しても, ここにあげた３つのジャクソ

ンの発話が内包する落差の大きさは特筆に価する｡ これらの台詞はバフチンであれば ｢混成的構文｣

と呼ぶだろう発話である｡ 混成的構文をバフチンは次のように定義する｡

我々は混成的な構文を次のように規定しよう｡ それはその文法的な (シンタックス上の), ま

た構成上の特長によって判断するならば１人の話者に属するが, そこに実際には二つの言表,

二つの言葉遣い, 二つの文体, 二つの 言語!, 意味と価値評価の二つの視野が混ぜ合わされ

ているような言表であると｡19

このバフチンの定義を援用しながら, もう一度先ほどのジャクソンの言葉に戻れば, これらの言葉

は全てジャクソンという ｢一人の話者｣ に属するものである｡ しかし前半部と後半部には明らかな

落差がある｡ 前半部は神を冒涜するような不敬かつ卑俗な言葉遣い, そして後半部は神への信仰を

持つものの言葉遣いである｡ この一つの発話の中に内在する二つの対立する言葉遣いは, 明らかに

異なる価値基準に基づくものと考えられる｡ すなわち, ここに表出しているのは ｢信心深い堅物｣

というジャクソンの代表的な姿とはまったく異なる, 不敬で卑俗な言葉遣いを許容するようなジャ

クソンの姿なのだ｡ すなわち彼の中にはその二つの言葉, 二つの自己が共存していることをこれら

の発話は明らかにする｡ ジャクソンを ｢生真面目な堅物｣ という単元的イメージの中にとどめてお

くことはできないのである｡

このようにジャクソンが二つ目のアイデンティティをその ｢堅物｣ なアイデンティティと同時に

持ち合わせているとすれば, 彼の情婦であるイマベルはどうであろうか｡ イマベルもジャクソンと

同様に, ある意味ではジャクソン以上に, 男を振り回す妖婦という単一のイメージの中に固定され

ることが多い｡ たとえば最初にイマベルが姿を現したとき, 彼女は次のように紹介される｡

���
����"�����#�����"����� $
�"������
�������������
�	�
������
�������#���
��#

"�	
	
�����#���
��"��������	��������	
�
��
����
���
����
������
��������	�����


���%&%'()����#���"�������*��
��	
����������������(2)

これは+%,)におけるイマベル表象のいわばプロトタイプとして頻繁に引用される部分であるが,
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ここには彼女が持つ性的な魅力 (����������) とそれを使って男性を惑わせるような彼女の小悪魔

性 (���	
���
����������	������	��) が前景化されている｡ それゆえにジャクソンは強力に

イマベルに引き付けられるのである｡ ここに示されたようなイマベルの持つ ｢妖婦｣ としての危険

な魅力はテクストの登場人物たちにも広く共有されている｡ イマベルを ｢妖婦｣ とする視点は, 彼

女のような ｢妖婦｣ 的女性が, ハイムズのテクストが依拠している犯罪小説というジャンルそのも

のに構造化されている存在であり,20 ����に留まらずハイムズのハーレムドメスティックというシ

リーズ全体を通して見え隠れする存在でもある21 ことによって間テクスト的に補強されている｡

しかし同時にこのテクストにはイマベルのアイデンティティを固定化することを拒む意思が垣間

見える｡ 一方ではイマベルが妖婦であることを強調しながら, それが彼女の唯一のイメージになる

ことは巧妙に回避されていると考えられるのだ｡ そうしたテクストの意思を感じさせる一つの要素

は, 彼女によって振り回され, 彼女から最も大きな被害をこうむっているはずのジャクソンによる

イマベル観である｡ ジャクソンは終始一貫してイマベルを信じ, 弁護し続ける｡ たとえばイマベル

の姉������が �����������������������	��������	���	�
��������������	����
 !

(18‒19) と言った時, ジャクソンは次のように考える｡ �"�����������	
�������	����	������

��� !(19) あるいはこの騒動の黒幕はイマベルではないかと疑う検事の取調べに対してもジャク

ソンはこのように述べる｡ �#����������$�����

����� %������� &����	����	 &����

&����

� &����	�����
������$�������
�������	�
��

���������������������� &����

��&����

� #�����
��������������
������� &��	�������� !(219) ここでも �����!とい

う言葉の反復によって, イマベルの善性や貞操に対するジャクソンの強い確信があらためて強調さ

れる｡ ジャクソンにとっては彼が ｢知っている｣ イマベルだけが, すなわち彼に愛を誓ってみせる

イマベルだけが, 唯一のイマベルなのである｡ こうしたジャクソンの言葉を彼がイマベルに執着す

るあまり盲目になっているのだと一蹴するのはたやすい｡ しかしここで重要なのはどのような反証

を示されようともジャクソンのイマベル観は揺るがないという点にある｡ その意味では, たとえたっ

た一人の孤独な声とはいえ, その確信のゆるぎなさにおいてジャクソンの声はイマベルを妖婦とす

る言説への対抗言説となりえていると考えられるのである｡22

このテクストが意識的にイマベルのイメージの固定化を避けていることを感じさせるもう一つの

要素は, プロットの展開の過程でイマベルのイメージを固定化する要素が排除され, 結果的にこの

テクストはイマベルに関する互いに矛盾する二つの視点を抱えたままどちらにも収斂されないとい

う点にある｡ ３人の詐欺師を中心とした騒動において, ３人とは旧知の仲であったイマベルが, 単

に無理強いされて詐欺に引き込まれたのではなく, 主体的に関わったのではないかという疑いを警

察は持つ｡ しかしどれほど取調べを続けようと �'������	�����������������	�� &�������

��!(224), すなわち ｢強制されて仕方なく加わった｣ というイマベルの主張を崩すことができな

い｡ というのは, イマベルの詐欺への関わりについて彼女以外の視点を提供できる３人の詐欺師た

ちがプロットの進行の中ですでに排除されており, イマベル以外の視点からイマベルの事件への関

与を語ることが不可能化されているからである｡ 結果的にディガ－は彼女を拘留してさらに追及し
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ようとするローレンス検事にこのように述べざるをえない｡

��������	 
����
����
�������������������������������������������
�����������

�����
��
���
��������������
�����
�������������������������
����������
 ��!

�����
��������������
���������	 "��������
���� ��
������������#�
��
�$���

�����
����������������%(227)

｢彼女の話に反証できるものは残っていない｣ し, ｢どんな陪審員も彼女を信じるだろう｣ というディ

ガーの言葉には犯人グループが全て死んだことで, 彼女の提示する視点だけがテクストに残された

唯一の視点となったこと, それがどれほどテクストの主流の視点と矛盾していたとしてもそれに反

論することが不可能になったことを示している｡ その意味で３人の悪漢が誰一人逮捕されずに全員

殺されたことで, このテクストはイマベルに対する言説が複数化することを許していると考えられ

るのである｡

ここに彼女の狡猾さを見出すこともできるだろうし,23 彼女が決定的な糾弾を避けえたことを彼

女の妖婦性の証と見なすこともあるいは可能であろう｡ しかしイマベルが有罪なのか無実なのか,

ジャクソンを騙そうとしたのかそうでないのかをこのテクストが断定することなく終わっているこ

とには意識的であらねばなるまい｡24 その意味でこのテクストにおけるイマベルの描き方は映画批

評であれば ｢羅生門メソッド｣ と呼ぶだろう方法を採用しているといえる｡ ｢羅生門メソッド｣ と

はいうまでもなく黒澤明が 『羅生門』 (1950) の中で採用した多声的構造であり, 一つの事物が視

点によっていかに違って見えるのか, ｢リアリティ｣ がいかに主観的かを明らかにするものだ｡

&'()においても, 盲目的にイマベルを信じるジャクソン, 自分の無実を主張するイマベル, イマ

ベルの妖婦性を主張する人々の視点が交錯し, 衝突しあう｡ プロットが進行するうえでおそらくは

それらの視線を統合する上で決定的な重みを持っていた声が排除され, 結果的にこのテクストは矛

盾する視点を統合することなく, 矛盾した視点を並立させたまま提示するのである｡

このように考えると, 悪漢たちを起点としたアイデンティティの流動化は悪漢というカテゴリー

を越えてテクスト全体に拡がっていることがわかる｡ このテクストは ｢堅物｣ と ｢妖婦｣ というモ

ノラルなカテゴリーに固定化されてきた主人公の二人についてもそのアイデンティティを多層化さ

せ, ｢妖婦に振り回された堅物がトラブルに巻き込まれて悪戦苦闘する物語｣ という*+,-理解の定

型を揺るがせている｡ このように考えると&'()はバフチンが規定した悪漢小説の枠組みを登場人

物の全体の構成原理にまで拡大させたものとも考えられるだろうが, 次に検討したいのはアイデン

ティティの流動化がテクストの時空間にどのような影響を及ぼしているかという点である｡ 再びバ

フチンの意見を参考にしよう｡ 悪漢の存在が小説の時空間に与えた影響をバフチンはこのように述

べる｡

人間とその行為とを, 事件とその参与者たちとを結び付けていたあらゆる古い絆は崩壊する｡

人間とその外的な地位―僧侶, 官位, 階層―との間の鋭い断絶が明るみに出る｡ 悪漢の周囲で

は, 人間が尊大かつ偽善的に身にまとっていたあらゆる高い地位と高尚なシンボルが僧俗を問

わず仮面や仮装舞踏会の衣装, 芝居の小道具へと変貌する｡ 陽気な嘘がかもし出す雰囲気の中
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で, これらのあらゆる高尚なシンボルと高い地位の変容と弱化, それらにおける根本的なアク

セントの改変が起こる｡25

バフチンは悪漢という存在はテクスト内世界の固定化した価値や階級を相対化し引き下げるという｡

すなわち悪漢による高貴な身分の僭称や, それらの意図的かつ悪意に満ちた誤用―バフチンはそれ

らをパロディ化と呼んでいる―によって ｢高尚なシンボルと高い地位｣ が異化され, そこにあると

信じられていた価値が無化されるのである｡ ここにおけるバフチンの考察はハイムズが犯罪小説

(むしろ悪漢小説と呼んだほうが適切であろう) というジャンルに拠らなければ書けなかったもの

を考える上で非常に示唆的であると同時に, ����というテクストの中心的なテーマを明らかにす

る｡

このプロットにおいて, ヒッチコックのいうマクガフィン,26 登場人物の心を強力に支配し, 彼

らを走らせるもの, の役割を果たしているのはイマベルのトランクである｡ その中には200ポンド

もの量の18カラットの金塊が入っており, 彼女はそれをスリムたちから盗んだのである｡ 3人の悪

漢はハーレムまで追いかけてきてトランクを取り戻す｡ それをゴールディとジャクソンが再び奪い

返そうとする｡ さらには犯罪者を捕まえようと彼らを追いかけるディガーとエドの二人の警官がい

る｡ こうした人々が入り乱れ, 彼らの間をトランクが行き来する｡ 結局トランクの謎が明らかにさ

れるまでに, ４人の悪漢が死に, ジャクソンは多くの罪を重ね, エドは顔に硫酸をかけられて瀕死

の重傷を負う｡ このようにイマベルのトランクはプロットの中心的役割を果たしているが, その中

心性を担保しているのがトランクの中にある金塊であることはいうまでもない｡ 金塊がゆるぎない

価値を持っているために, 彼らは命がけでそれを奪い合うのである｡

しかし, このテクストはその結末部において, プロット進行にこのように重要な役割を果たして

きたイマベルの金塊の価値をあっさりと転覆させる｡ 18カラットの純金だと信じられていたものは

�����	
���	
�と呼ばれる黄銅石だったのだ｡ このように高価値性ゆえに強力な磁力を発し人を引

き付けてきたもの, 絶対的価値があると思われていたものが突如として無価値化されるエンディン

グを見るとき, ����が先に見たバフチンによる考察と共鳴していることは明らかである｡ このテ

クストは金塊という ｢高尚なシンボル｣ が ｢芝居の小道具｣ へと転化し, それに伴って絶対的なも

のが相対化されていく状況を描いたものなのである｡

以上のように考えることで, ハイムズが����という犯罪小説を通して描いたのがバフチン的な

意味での悪漢小説, すなわち価値が異化され, 相対化される物語であったことが見えてくる｡ 次稿

では, その発見をもとにハイムズが描くハーレムの風景を検討することで犯罪小説というジャンル

にハイムズが仮託したものはなにかを検討する｡

以下次号
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版によっている｡
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４. !L4�8�'8�:&M� �#Lによればハイムズは当初 ｢犯罪小説｣ の書き方がわからないと�1�

��に言っ

たという｡ しかしN���
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-.H
����N����<2はハイムズの描く二人の警官が本来果たすべき役割を果たせない理由を彼

らがアフリカ系アメリカ人であることに求めている｡ 詳しくは?1-<
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J����������+�*�����-�S,������	�
��>2B$�C��#�D��
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７. !L4�8�'8�:&M� �#Lによれば, 3�
+���OO��;�-��と,�SS�-F.;��-��-の二人はハイムズが冒頭

の80枚を書き上げた後に�1�

��のアドバイスによって付け加えられたという｡ プロットの進行にあ

まり二人が影響を持っていないのはあるいはそれが影響しているのかもしれない｡

８. N1����, 3��Q���	>C$�&#������&>?����-J�5
<-�K1Q�������>1989>88>

９. ?��
-����-
�によればこの (���?��52というエピソードはハイムズが友人のH
����,���

-から
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��#'84���&#'��M�$�&ab�����������#'�a�� C$�&#������&>cN>̂2005>を参照されたい｡

10. 	�
��@,������>�������������>1957>F.�-Q1�O�J,
-�-O
��>2000>2>以下同書からの引用には

末尾にページ数のみを記す｡
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11. ���������	
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%	&'��()�����

*+�	,%	&'��()������-��.
/��00
1989
48
また���1+���	��	0と�2&-�23-�(	'��0も同様の指摘

を行っている｡

12. ゴールディが正義漢の役割を完遂できないのは, テクストの中途で彼が悪漢によって殺害されるこ

とによる｡

13. たとえば3-��+�-4�-&-�-はそのような ｢悪漢中心主義｣ がハイムズのテクストのジャンルに対す

る新機軸だと述べている｡ 詳しくは4�-&-�-�3-��+�-
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76	��0,8	&-�2-6�&��-'�09 ��
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 1993
を参照されたい｡

14. バフチン, ミハイル 3
 『小説の言葉』, 伊東一郎訳, 平凡社, 1996, 262ページ｡

15. 『小説の言葉』, 265ページ
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17. JKL!����=M���N!�K�120‒121


18. 大家のこの糾弾はゴールディによっても裏付けられている｡ テクスト中にゴールディがジャクソン

を 5�+�;+��0��-�0FB''	F'-�:��7<(46) と呼ぶところがある｡

19. 『小説の言葉』, 91ページ

20. �2&-�23-�(	'��0は次のように指摘している｡ 5O0-1	1B'-��	E�'�0��I�9�0&-0�	F:	B�0��&	��H
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21. たとえば$��RKS!��(1958) に登場する4B':�7などはその典型だといえるだろう｡

22. ジャクソンのイマベル観を支持したのは, 管見するかぎりで�	
����
�������だけである｡ 彼はこ

のように言う｡ 58+����00	9�1	00�
�'��7�+-��F	�-''+��-''B���A9-
�''�9-7
�0�GB-''7B�-��-��H

-
'�
I����B��:+-0���'	E�0��90�	
���0��E�2F	��+�F-���B�B:+H'���T-:�0	��&+	��(-�20+��

-0-'	E�	
U�:���-�+���+-�-0�GB-'	��
<彼の意見は例証に乏しく, その限りにおいては単なる印

象に近いが, イマベルを妖婦だとする言説が支配的な中でこうした印象を抱いていることは注目に値

する｡ ��������75


23. 実際イマベルはジャクソンとゴールディによって ｢救出｣ されたあと, 彼らを残してシカゴ行きの

列車に乗ろうとしているし, ３人の悪漢が口を割らないかぎり, 自分が捕まることはないということ

も知っている｡

24. 1964年に発表した$�����$������������においてハイムズはジャクソンとイマベルが紆余曲折の

末結婚したと述べている｡ その意味ではイマベルは最終的にはジャクソンに貞操を誓ったのだろう｡

25. 『小説の言葉』, 265‒266ページ

26. ヒッチコックがそのスパイ映画において頻繁に使った, 一見重要そうに見えるが実は物語の中にサ

スペンスを作り出す口実でしかないプロット上の仕掛けをさす｡
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